
 
 
 
茨城県土浦市桜ケ丘町防犯パトロール隊隊長をやっ

ております、那珂といいます。よろしくお願いいたし

ます。 

同じく事務局をやっております、アオノと申します。 

本日の活動発表は、隊長の私、那珂伸一が務めさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

では、題して『安心安全に暮らせる街づくりを目指して』ということで、桜ケ丘町防犯パトロール隊

の活動を発表させていただきます。ご説明内容といたしましては、このように 4 項目で発表をさせてい

ただきたいと思います。 

まず、活動地域のご紹介でございます。 

私たち茨城県土浦市の紹介でございます。霞ケ浦、筑波山、そしてさまざまな産物。こういったこと

で土浦市、非常に活気のある市でございます。 
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そして、この土浦市の中に私たちの住む桜ケ丘町がございます。土浦市の南のほうにございまして、

大体、人口が 2300 人。世帯数は約 1000 戸ということでございます。平均年齢は約 50 歳。面積として

は土浦市の 300 分の 1 です。大体 0.4 平方キロメートルというような、こぢんまりとした町でございま

す。 

 ここで、桜ケ丘町の今昔といいますか、これまでの発展の流れをご紹介しますと、昭和 21 年、1946

年当時はこの桜ケ丘町、ほとんど民家がございません。田んぼや畑、そして雑木林。こういったところ

が、昭和、終戦直後の桜ケ丘町ということでございます。 

そして昭和 50 年代に入りますと、若干、集落というか民家が建ち始めますが、まだ大半の所は田んぼ

とか畑、雑木林に覆われている状況です。ここが昭和 55 年、1980 年ぐらいに入りまして、大規模な住

宅地の開発が始まりました。 

瞬く間に民家で埋まって、現在は戸建て住宅が非常に多いような、こういった町になっております。

おおむね 1000 軒ぐらいのお宅があって、二千数百名の方がいらっしゃいます。こういった町で、本来は

人が住んでない所に急きょ人が集まってできたという、そういったような町の歴史がございます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



続きまして、団体の概要と活動成果でございます。 

まず私たち防犯パトロール隊の生い立ちになりますが、平成 17 年、2005 年、防犯パトロール隊が町

内で発足しました。この経緯については後ほどご説明いたします。そして翌年には、すぐ青パトの認可

団体を取得して、もう１つ 2018 年です、平成 30 年に念願の町内費で持つ青パト車を装備できまして、

活動がさらに盛んになってきたというとこでございます。 

 現在の隊員数は 55 名で、平均年齢としては 72 歳というような内容でございます。パトロール頻度、

2019 年度の内容でございますが、月間、徒歩パトロールが大体 25 回、年間で大体 300 回ということと、

もう１つ、青色回転灯のパトロールが月平均 25 回、年間 298 回ということで、活発に活動していると

いうことでございます。また、小学校、中学生の見守りとか、私たち、推進者、防犯パトロール隊の推

進者の会合を月 1 回行う、そういったことで情報の共有を図ってございます。ただし、これ 2021 年の

実績になりますが、徒歩パトロールのほうは若干の減なんですけども、やはり青色回転灯のパトカー、

どうしても狭い空間の中に隊員が乗るということで、なかなか、まん延の時期に活動が中断してしまい

まして、昨年度については 3 分の 2 ぐらいの活動内容に落ちてしまったということがございます。 

 表彰の状況でございますけども、このように土浦市、もしくは茨城県警、県の防災協会の皆さまから

このような表彰を受けまして、私たち隊員の活動の大きな励みになってございます。 

ここで、青パト活動について触れてみたいと思います。青パトが、徒歩パトロールもいいんですけど

も、広い地域を視認性良く回ることができるということで、非常にパトロールとして魅力的な活動でご

ざいます。ただ、青パト活動の始まりの頃は、隊員の車をお借りして、そこで青パトの登録をしていた

だいてから運用をするということで、どうしても持っている方に運転していただくということになるん

で、なかなか回数が上げられないと。無理言っても月 1回ぐらい協力してよということしかできてなか

ったということがございます。また、巡回中に車ぶつけちゃったよとかいうことになりますと、個人の

保険で直していただくと。公共に近い活動しているんですけど個人の負担になると。そういったところ



が悩みの種でございまして、何とか町内会でパトロール車を装備したいというふうに考えておりました。

そうすることによって回数も多く上げることができますし、また、保険のところも町内会の保険で何と

かできると。こういったところがあって、何とか青パト車を自分たちで装備できないかということを考

えてまいりました。 

こちらのところ、土浦警察署のかたがた、防犯協会のかたがたからいろいろ情報いただきまして、2018

年、何とか町内会の青パト車を、補助をいただきまして導入することができました。2018 年の 9 月に出

発式のほう行いまして、行政のかたがたにも来ていただいて、盛大に出発式を挙行することができまし

た。 

 青パト車はそろったんですけど、やはり活動のサイクル、上げていかないといけないというところで、

ここで、この青パト車を導入した当初、実施者証を持っている方が 8 名しかしなくて、結局そのかたが

たがフル回転でパトロール活動をするということがありまして、ところが現在は 28 名ということで拡

大してまいりました。無理なくパトロール回数を充実できる体制がようやく整ってきたということでご

ざいまして、大体 1 人、月 1、2 回、青パト車で参加していただければ、週に 5 日ぐらいのパトロールが

確保できたということと、もう１つ、従事者の予定表を月間でうまいこと作ることで、日にちとか時間

を分散して、きめ細かくなるべく広範囲でパトロール活動が、時間帯も振りながらできるようになりま

した。青パト車、放送設備を装備していますので。 

【放送】 こちらは、桜ケ丘町防犯パトロール隊です。 

こんな音楽をかけながら、いろいろな、防犯の意識向上の放送しながら町内のほうを巡視するという

ことで、視認性とか、あとは町内の方への呼び掛けなんかが積極的にできるようになっております。ま

た、保管場所も町内会の公民館に置くことで、従事者が公民館の駐車場に自車で来て、乗り換えてパト

ロールに出ていただくということで、パトロールの利便性を上げることがこういった活動の拡大に寄与

しているというふうに考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 続きまして、防犯パトロール隊の発足の経緯になります。2003 年、この頃は土浦市が茨城県の中でも

犯罪の発生率がワースト 2 位だということで、こちら、土浦市全域を上げて自主防犯組織を育成させよ

うということで、このワーストツーを何とか返上しようじゃないかという機運が高まりまして、こうし

て私たちの町の、町内会のほうで、町内会の中に防犯パトロール隊をつくる。町内会長が隊長となって、

この防犯パトロール隊を組織してまいりました。こちらに載っているのが、2004 年、平成 16 年頃の桜

ケ丘町で発生している犯罪の事案になります。大体 1000 軒の町の中で年間 35 件ほど、こういったよう

な大きな事案が発生するということで、安心安全の町とはほど遠い状況がこの当時にはございました。

これ、土浦市の各町でも同様の状況があったというふうに聞いております。 

そこで 2004 年に、何とかこのような状況だったのを、翌年、防犯パトロール隊を発足させてパトロー

ルを逐次展開してきたわけです。そういったところ、主に茨城県警の皆さま、土浦警察署の皆さまのお

かげと思っておりますが、私たちのパトロール活動というのも、こういった犯罪の抑止に寄与している

のではないかと我々考えておりまして、こういった成果が表れているところも隊員の励みになるという

ところで、こういったところからももっと頑張ろうよという機運が高まってございます。 

 続きまして、防犯パトロール隊の活動内容のご紹介になります。内容としては、この 5点でご説明を

させていただきます。 

まず最初に、町内会と小中学生の育成会との連携した活動ということでご説明いたします。 

 

 

 

 

 



これは町内会の組織図になりますけども、その中に防犯パトロール隊というのは、町内会組織の１つ

の関係団体ということで位置付けられておりまして、町内会の傘下で活動をしております。安心安全に

暮らせるまちづくりをということで町内会で掲げている活動が私たちの施策の要ということになりま

す。 

 これが町内会活動の運営方針でございますが、やはり人と人との触れ合いを高める。防犯パトロール

隊の皆さまが非常に和気あいあいとやっていくということ。もう１つは、町ぐるみでの、防犯防災の活

動を推進しようということ、こういったところにも、私たち桜ケ丘町防犯パトロール隊の活動の原点が

あるということでございます。 

 そして、町内会との連携でございますが、私たち防犯

パトロール隊っていうのは、町の中をくまなくパトロー

ルして、ただ単に犯罪事案だけを見ているということで

はなく、やはりいろいろな問題点というものにパトロー

ルをしながら気が付くというところがございます。私た

ちは、いわば町内のセンサーの役目をして、町の中のさ

まざまな状況をモニタリングしてございます。そういっ

たものを月 1 回行われる、防犯パトロール推進者会議、

この場で町内会と情報の共有をいたしまして、これを受

けて町内会側が、行政のかたがた等々と連携を図って問

題点の解決にあたる。もしくは町内会側から町の皆さんに、警察のほうからもいただける防犯ファイル

とか防犯ニュースを、そこに隊員のいろんな思いを織り交ぜながら、回覧物等を回しながら町のかたが

たへ防犯意識の向上というものを呼び掛けると。こういった形で町と連動しながら活動してございます。

次に、小学校や中学校の育成会の皆さんともここで連動を取っておりまして、先ほどの推進者会議、毎

月やっていますけど、3 カ月に 1 度は小学校中学校の育成会さんもお呼びして、さらには全体会議とい

う拡大会議ということで、小中学校の様子だとか、生徒さん、子供さんたちの情報もここで共有しなが

ら、さまざまな施策に充てるということを活動の中に入れてございます。こういった形で町内会や育成

会、諸団体との連動を図っているということでございます。 

 

 

 

 

 



 続きまして、もう１つの活動としては、町内の暗がり解消ということも防犯パトロール隊で担ってご

ざいます。これ、我々夜間もパトロールをしますので、歩いていると町内で暗がりが分かるんです。こ

こは防犯灯が少ないねとか、民家の明かりが少ないねということにも気付きがありまして、こういった

ことを町内会と連携することで、この暗がり自体の解消とか、例えば防犯灯が壊れているのに気付けば、

すぐ連携を取って修理するということで、町内全域からの暗がりの解消というのも進めております。例

えば車両盗難が何回か出た所には、町内会に頼んで防犯灯を付けてもらって暗がり解消をしたと。こう

いったところからも、最近はここで車両盗難とか車両荒らしというのは起きていない。明るくするとだ

いぶ違うなということを痛感しております。そしてもう１つ、団体維持の工夫。団体維持というか活動

維持のさまざまな工夫を行っております。活動の進め方などの工夫で、楽しく、役目として回るという

よりは、皆さんで散歩がてらとか、そういった気持ちで話すことを楽しみながら回ろうということをキ

ーワードに活動していまして、こういったところが、隊員のかたがたを、お友達を呼んで一緒に回ると

か、そういった形で、発足当時は 25 人しかいなかった隊員が 50 名を超えるようになってきたというの

も、こういったところの雰囲気づくりからかなと思っております。 

 また運営面では、町内を 4 分割してそれぞれに推進リーダーを置いて、こういったかたがたが情報を

共有しながら、無理なくムラなくパトロールの日程とエリアを分散することで、ほとんどの日が町の中

で誰か歩いているというような活動を繰り広げております。町内で窃盗とか事案があったときには、そ

こら辺を他の班も重点的にカバーするというようなことで補いながら活動を進めております。 

一例でございますけど、環境美化活動なんかも歩きな

がらやろうとか、先ほど申したような事案のあった所で

はスポットという扱いにして、なるべくそこで時間を使

って確認しようとか、そういった展開をしてございます。

また町内でいろいろ行事がございまして、そういったと

きは町内のかたがたが一カ所に集まっちゃったりする

と、どうしても町の中が手薄になるというところで、

我々防犯パトロール隊が住宅地の中を回る。こんなよう

な活動をしながら、町内の活動の中の工夫をしておりま

す。 

 

 

 

 



そして、もう１つ大きな役目が、防犯のぼり旗の維持管理です。 

皆さん、ご町内でもやられていると思うんですけども、防犯のぼり旗っていうのは、結構、町の頑張

り度合いを示すいい仕掛けになるんですけども、一歩間違えると、ぼろぼろの旗が入っとると、見た目

には、この町なんか大したことないなというふうに逆の効果が出てしまいまして、そういったことにな

らないように、管理ナンバー決めて、マップを決めて、管理者も定めて、常にというか、ぼろぼろにな

らないように気を付ける。あとは台風のときには見回って旗竿をしまうとか、そういったような地道の

活動で、せっかくの活動が台無しにならないように維持管理のほうにも努めてございます。 

 その他の一般活動といたしまして、子供の見守りということにも力を入れておりますが、不審者なん

かが近くに出ることがございます。そういったときは臨時でパトロール隊員で回ろうということをやっ

たり、子供会さんのほうから感謝状を頂いて、さらに活動に励みが出たと。こういったところでもござ

います。 

 

 

 

 

 



また、リレーアタックという車両盗難があったときは緊急会をやって、こんなことをやると防げるか

もしれないねとか、そういったような話題を町内のほうに提供して、住民のかたがたの危機意識を高め

てもらう。そういったこともやってございます。 

 あとは、さまざまなイベントとか研修会へ積極的に出ることで、我々自体も新しい情報を得たりしな

がら、それを活動の中に生かすということを取り組んでございます。 

昨今では、警察署のかたがたのほうで住宅防犯診断ということで取り組まれておりまして、ここに私

たちは防犯パトロール隊が一緒に行くということで、町民のかたがたの知った顔も一緒に来るんで、よ

り訪問しやすくなったりとか、いろんなお話をしやすくなると、そういった環境の中で、土浦警察のか

たがたと連携を取りながら住宅の防犯診断のほうも進めてございます。こういったことを昨今では取り

組みに加えているということでございます。 

 先ほども申しましたように、感染症対策のところで非常に当初苦労をしましたけども、いくつかのや

り方を見つけ出して、そういったことでパトロールの頻度が落ちないように。とは言っても、感染リス

クが上がらないようにということで、さまざまな工夫とかルールを作りながら、防犯パトロール活動を

何とか継続することができております。 



 そして最後に、課題と解決に向けた取り組み方策ということでご説明させていただきます。 

まず一番は、パトロール従事者の高齢化という問題がございます。先ほど、町の生まれ方をご覧にな

ったように、町に一気にたくさんの人が同時期に見えたということで。大体、戸建て買われる方の平均

的な年齢というのが近しいところにあって、どーんとその人たちが入ってきましたので、その人たちが

年齢が上がっていくと、それがほとんど町全体の年齢になると。こんなような町の背景がございます。

そういったところで、なかなか若手の人が住む所というか、ほとんど家が埋まってしまっているので、

なかなか若手の方がいらっしゃらないというとこで。あとは、どうしても知り合いを探しちゃうところ

があるので、同じ年齢層の方だけが入ってしまう。こんなところが課題で、ここに対してはもうちょっ

と幅広い年齢層にアプローチしないといけないです。そういったところにも、今、目を向けながら募集

をかけている状況です。また、隊員数の伸び悩みでございまして、ある程度増えたところで安定してし

まって、逆にもうちょっと多いかたがたに来ていただかないと、だんだんとリタイアされる方もいらっ

しゃいますので、そういったところの伸び悩みということも課題となっております。あらゆる機会で防

犯パトロール活動を町内のいろんな行事で紹介して、例えば子供会さんとかだと、コラボパトロールと

か、イベント的なことをやりながらパトロール実感していただいて、その保護者の方をうまく入ってい

ただくとか、あらゆることをやっていかないと、なかなかこの辺は難しいなというふうに思ってござい

ます。 

 もう１つの悩みとしては、住宅へのさらなる防犯意識の浸透ということで。青パトカーとかいろんな

活動も、大体、皆さんも慣れてきちゃったところがあって、そういったところで新手の技を繰り出して

いかないと、市民のかたがた、他人事とまではいかないのですけど、犯罪に遭う可能性を自分事として

なかなか捉えていただけないところがございます。そういったところをいかにして自分事にしていただ

くかというところが問題点でありますし、あとは散歩がてらということでルートがだんだん決まってき

てしまっているので、例えばウォーキングのアプリなんかを使うと、結構、こういうルートなんかも後



で可視化できますので、こんなものも使いながら工夫した活動をしていきたいなというふうに思ってい

ます。 

 ということで、『安心安全に暮らせる街づくり』、これを目指して私たち防犯パトロール隊、楽しく和

気あいあいとこれからも活動を推進して、町のさらなる防犯意識の向上に務めていきたいというふうに

考えてございます。以上で発表を終わります。ご清聴、どうもありがとうございました。 

 

 

講評 

木宮 率直な感想ということでいうと、非常に精力的に活動されていて、防犯活動の頻度なんか、大変

これだけの数のパトロールをされるというのは、むしろまれであるというわけです。非常に精力的に活

動されているなという印象です。また、ご説明にあったように、新しい、新興住宅街そのものの課題と

いう部分、これは多くの地域で共通する部分もあるのかなということで、非常に参考になるお話をいた

だいたなと思っています。 

 青パトの使い方、これも多くの同じような団体さんでも、青パトをうまく活用したいというような、

そういうことあるかなと思うんですけれども、今回ご説明いただいたような導入の事例も、恐らく他の

団体さんの参考になるところが多くあって非常にいいなというふうに思いました。あと、ながら見守り

やってるんですね。これは、よく最近、特に子供の見守りという視点でいうと、ながら見守りを推奨し

ようということで、散歩しながらとか、買い物しながら見守りしてくださいという話なんですが、今日

のお話ですと、逆の意味で見守りしながら散歩するということですかね。これは、今まで推奨していた

ものと意味合いは似てるんですけれども、ちょっと感覚が違うっていうか、これは非常に新しい発見を

いただいたと思っています。 

 防犯活動そのものがそういった健康増進になるとか、楽しみなるとかっていうようなところは、これ

からの新しい形なのかなというふうに思っていますし、またお話の中であった、防犯だけではなくてプ

ラスアルファの機能、町のセンサーという言葉もありましたけれども、そういった防犯ボランティアが

違う機能を持っていって、町内の中で重要なポジションになっていくという、こういったところも今後

の新しい求められる形ではないかなというふうに感じたところです。非常に他の参考になるような事例

がたくさんあって、私自身も勉強させていただいたなというふうに思ったところです。ありがとうござ

いました。 

  



 
 
 
皆さん、こんにちは。群馬県邑楽町からまいりました、

防犯仲間で安心安全な町づくりを目指し活動をして

おります。小島とセキカワでございます。よろしくお

願いいたします。発表を小島のほうから行いますので

よろしくお願いいたします。 

  

 

 

それでは説明させていただきます。 

私たち群馬県の邑楽郡邑楽町っていう所で活動をしています。この邑楽町、なかなか読めない、そう

おっしゃる方が多いんですが、これでおうらと読みます。群馬県の東部に位置しておりまして、群馬県

は鶴が羽を広げた形と言われています。群馬県の特に東部、鶴の顔の辺りでしょうかね、そこで活動を

しております。人口は 2 万 6000 人弱、そういった町でございます。隣には太田市、館林市、隣の栃木県

の足利市と隣接しております。 

 この邑楽町、34 の行政区がございます。そのうちの１つが私たち第 5 区になります。310 世帯。規模

にしますと邑楽町ではちょうど中間ぐらいです。大きな行政区は 1000 世帯を超える。小さな所では 100

世帯に満たない。そんな行政区がある中で、規模的には、皆さんの考えをいろんな方に、区民の皆さん

に届けるのには非常にちょうどいいような、そして意思の疎通が図りやすいような、そんな行政区にな

っています。そしてこの邑楽町、中学校が２つ、小学校が４つございます。そのうちの１つ、私たちの

⾢楽町第五区防犯活動グループ なかま（群⾺県) 



行政区に小学校がございます。そのこともあって、子供たちが登下校で我々と接する機会が大変多い、

そんな地区になっております。 

 私たちが活動を始めるきっかけとなったのは、結成は 18 年の 2 月になります。この平成 16 年、17 年、

ニュースで、誰でもよかったから人を殺すとか、また、人を殺して自分も死ぬ、そんなニュースを時々

耳にするようになりました。私たちも、今、安全なこの邑楽町。しかし、いつどこでどんなことが起き

るか分からない。そんな危機感を覚えるようになりました。そんなときに、すごいことはできないけど、

何かできることはないだろうか。それを考えるきっかけをつくるだけでも始めてみよう。そうしたこと

から、我々がこの仲間を、一緒に防犯活動をやってくれる仲間を募集しました。仲間を募集するという

ことで、会の名前も決まってなかったのですが、みんなで仲間を募集する、仲間、仲間と言っていて、

そのまま私たちのグループ名、『防犯活動グループなかま』ということで、その後もずっと活動をするこ

とになりました。当初は 19 名の方が、半年間の間に皆さんが参加を希望してくれました。現在は 23 名。

だんだん年齢が高齢になり、若い人がどうしたら入ってくれるのか、この後の話になりますが、そうい

った課題を設けながら、今 23 名で活動をしております。 

そして私たちが考えたのが、あまりハードルを上げると長く続かないよね、だったら、できることま

ず最初に、無理なくやっていくことはどんなことができるだろうか、そういったことを考えてみよう、

それが私たちの最初の理念、考えとなりました。3 きの理念で、気楽に気長に危険なくやろうよ。それ

が私たちみんなの意見でした。そして、できる人が、できるときに、できる範囲で。用事があったり無

理に参加できなくてもいいよ、来てくれたときはありがとう。感謝の気持ちで、来てくれたときはみん

な一緒に頑張りましょう。そういったことで会をスタート、運営してまいります。 

 そして、私たちの活躍の内容についてですが、まず子供たちが自分自身で身を守るすべ、何が危険で

どこが安全なのか、そういったことを知ることも重要なことかな、そういったことを考えて子供たちに

どんなことをしていったらいいかを考えました。それと下校時のパトロールです。下校時にみんなで、

パトロールでする。それと同時に交差点に立って見守り活動をしました。子供たちとあいさつ活動をつ

なげて、皆さんのメンバーのやる気も大きく増えたことを記憶しております。 

 そしてもう１つ特色となるのが、参加している私たちだけの防犯活動でなくて、一人でも多くの人に

少しでも防犯意識の向上を図ってもらえるような、そんな機会をつくることができないだろうか、そう

いったイベントを行うことができないだろうか、そういったことを考え工夫することを検討してまいり

ました。 

 

 



啓発として、まず先ほど申し上げたように、子供たちに危険な場所、安全な場所を知ってもらう。そ

のために、子供たちに安全安心マップを子供たちの手で作ってもらうことを考えました。私たちの地区

を中心に４つのグループに分けて、小学生、中学生を中心に大人も含め４つの班で、各場所の危険箇所、

そして子供たちにとって何が安全なのか、そういったことを学びながら地図を作ることを始めました。

そのときに、子供たちの防犯意識を向上させることと同時に、地域のかたがた、たくさんの地域のかた

がたにも参加していただくことによって、地域を巻き込んだ防犯活動、そういったことにつなげられる

ように、子供たちと地域の方を呼び掛け、安全安心マップの製作にあたりました。 

そのときの風景がこの画面の風景になります。まず中学生に、私たちの地域の地図を手書きで大きな

模造紙に書いてもらいました。そして 4 班に分かれて、子供たちが注意事項、書き込んできたことを持

ち寄って、それを手書きで書いてマップに貼るという、そういった本当に単純な作業。でも、そのこと

によって、子供たちにとっては自分たちで作った安全安心マップ、そういった意識が芽生えたように感

じました。その後、その安全安心マップを中心にしてすごろくを作りました。私たちの地区のすごろく。

今、なかなか子供さんにすごろくってあまりなじみがないですが、我々は小さい頃、すごろくをやって

遊んだ記憶があります。そこには、私たちの先ほどのマップにあった危険箇所。もちろんすごろくです

から、ここで先生と会ってあいさつをすると 3 個進むと。ここは暗くて危ないので 2 個戻るとか。そう

いったことで皆さんと楽しみながら、すごろくでもう一度危険箇所の確認を復習する機会をつくること

ができました。 

 これが、参加してくれた子供たちとそのときに作った、わりかし大きな安全安心マップになります。

ほとんどが子供たちの手書きになっていて、犬にほえられたとか、いろんなコメントが寄せられました。

木がいっぱいあって嫌だ、危ないぞ、嫌だなんていうコメントがきて、そのまま多分、書かれたまま貼

ってあると思います。子供たちの言葉で作った安全安心マップが出来上がりました。 



 そして下校時のパトロールなのですが、下校時のパトロールはもちろんのことなのですが、交差点で

の見守り活動。小学校の近くに何個か危険な交差点がございます。そこに私たちが、もちろん出られる

方が参加するのですけども、交差点に立って。交差点に立っていて感じることは、我々がこのベストを

着てあそこに立っていると、信号機が黄色になる前にかなりの方が減速してくれます。これは非常に大

きい。そして子供たちも、最初のうちはなかなかなじめなかったのですが、今は何回も会うので、本当

にフレンドリーに話ができる関係ができたこと、そのことも大変ありがたいと思っています。その交差

点に立っているときには、一度も事故がございません。そのことは我々のメンバーの間でも、われわれ

は子供の命を守っている、そんな意識で活動をしています。 

 それと月に 1 回定例会ということで、その月にあった危険な情報、また、最近起こっていた情勢につ

いて皆さんと情報交換をする機会があります。そのときには、夜間のパトロールを実施しています。30

分、直線で行くと 15 分なのですが、30 分ぐらい歩いて行ける所に駅があります。私たちの町は 1 時間

に 1、2 本しか駅に電車が通らないので、7 時半の時間帯にはその駅に、上り線下り線、両方来る時間帯

があります。それに合わせて 30 分間、三方に分かれてパトロールして、そこの駅にその時間帯、7 時半

に戻ってこられるようにして、そこで学生と会社帰りの方にもあいさつ運動をしながら、防犯意識の向

上を図れるような PR をさせていただいております。 

 それと、地域において防犯活動のイベントを行っています。先ほど申し上げたように、一部の人たち

が強い防犯意識を持つことだけじゃなくて、本当に皆さんに防犯について語ってもらったり、話をして

もらったり、意識を感じてもらう、そんな機会を増やせたらいいということで、これが行われたイベン

トの１つの例なのですけども、このときは、まず最初に高齢者の振り込め詐欺。これがはやっておりま

したので、それについての寸劇をさせていただきました。これは大学生のボランティアの方が、振り込

め詐欺の寸劇をやってくれました。そして私たちのメンバーもその中に参加をさせていただいて、より

具体的に事例を皆さんに見えるような形で、ステージの上で演劇をさせていただきました。その後に、

ここにもあるのですけども、群馬県のキャラクター、ぐんまちゃん。そして群馬県警のキャラクターで、

上州くんとみやまちゃん。男性と女性のイメージキャラクターです。その方たちにも来ていただきまし

た。なぜかというと、子供たちに少しでも多く参加していただけるように、そして子供たちの親、子供

たちのおじいちゃんおばあちゃん、そういった世代にも皆さんで参加していただくために、キャラクタ

ーで参加してもらいました。それともう１つ、真ん中の左、戦隊ものがあるんですが、これは私たちの

邑楽町、白鳥が飛来する沼があります。白鳥が飛来する沼がありまして、この 3 人のかたがたはスワン

ジャーという戦隊で、邑楽町を守ってくれるかたがたなんです。そういったかたがたは、大変子供たち

にも絶大な人気がございますので、その方たちにも参加していただいて、そしてその人たちに、防犯の

クイズを子供たちにしてもらいました。大変簡単なクイズなんですけども、子供たちに参加していただ



いて、実際にスワンジャーと触れ合っていただきました。その後スワンジャーたちと写真を撮っていた

だく、そんな時間も設けて、子供たちにも楽しんでこの防犯活動に参加していただきました。そういっ

たことを定期的に実施しています。 

これが最後の様子で、キャラクターの方が皆さんそろっている状況です。今、イベントをやるから来

てくださいというのをチラシを作ってお渡ししても、いいよねとは言ってくれるんですけど、なかなか

足を運んでもらうのが難しいというのが実感です。そうした中でたくさんの工夫をして、子供たち、そ

して親の世代、またそのじいちゃんおばあちゃんの世代、どうやって集めるかっていうことで、できる

だけ工夫をしながらやったのが今回のイベントでした。 

 活動における課題解決への取り組みとしまして、我々参加者がやりがいをどう感じるか。先ほど申し

上げたように、我々で子供たちの命を守っているんだ、そういった思いをみんなで共有しながら意識の

向上を図っています。そして、理念に基づいて無理のない活動、それは発足当時から変わっていません。

参加してくださる方に感謝をして、無理のない活動を続けているのが今日でございます。それと、仲間

を増やしていくために、各地域の行事に参加をして、できるだけそこで声掛けをさせていただいて、皆

さんと共有をしているような状況です。そして今、数名の若い 20 代 30 代の方が入ってくれるようにな

りました。その 20 歳の方は実際に、小学生中学生頃にこの防犯イベントに参加してくれた方で、行政

区の行事にも積極的に参加をしてくれる方で、今までは参加する側だったけど、これからは皆さんに参

加してもらう側で協力を願いたいということで、数名の若い方にも入ってもらえるようになりました。

課題としては、そういったかたがたをこれからも持続して長く活動してもらえるようにどうしたらいい

かというのを考えていかないといけないかなというふうに考えています。また、私たちが目指している

のは、我々の地域だけの防犯活動ではなくて、違う地域の方と一緒にできる地域を越えた防犯活動です。

夜間のパトロールには他の地域の方も、今、参加をしてくださっています。これからもぜひ多くの地域

の方と一緒に活動を図っていきたい、そんなふうに考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



そして、活動の成果ということなのですが、これは私たちだけの成果ではなくて、本当に私たちこの

邑楽町皆さんの防犯に対する意識、また、少しずつの活動の成果が上がってることは事実だと思います。

そのことで私たちが安心できる町、皆さんがそう思ってもらえるような町に少しだけ近づいてきている

かなと、そんなふうにも考えています。先ほども申し上げたように、これからもたくさんの、私たちだ

けの地区だけじゃなく、たくさんのかたがたと活動を続けていきたい。そして世代を超えた、私たち一

部の世代だけじゃなく、たくさんの若い世代の方たちとも一緒に活動をしていけたら、そんな思いでこ

れからも活動を続けていきたいと考えています。 

 つたない説明で分かりにくかったかもしれませんが、以上で私たちの発表を終了させていただきます。

どうも、ご清聴ありがとうございました。 

 

 

講評 

木宮 ありがとうございました。まず驚いたのが、非常に若い方が入られているというようなこと。平

均年齢も 53 歳ですかね。多くのボランティア団体の中で高齢化というのは非常に大きな課題になって

きている中で、こういった若い方が参加していただいているということ、これは非常に新しい発見かな

と思います。特に子供の安全というところに注力されているということから、恐らくお父さんお母さん

世代のかたがたが多く協力していただいているのかなっていうふうに思うんですけれども、今後、多く

の団体が継続していくというような課題の中で、その世代のかたがたに入っていただくというのは、非

常に重要なポイントにはなりますので、非常にいい、先進的な例かなというふうに思いました。 

 防犯活動、パトロールなどの活動に加えて、いわゆる教育という部分、これに取り組まれているとい

うところも非常にいいなというふうに思っています。マップ作りの例がありましたけれども、地域安全

マップ作りというのは、当然、学校でもやるんです。学校の授業の一環とか、そういう形でやったりも

しているのですが、実は学校でやるとあんまりうまくいかないということがたくさんあります。 

 １つは、学校の先生っていうのは、あんまり地域のこと知らないということなんです。地域住民では

ありませんので。学校の外の話っていうと、いわゆる通学路という所は把握をしています。でも、通学

路以外の道は、実は学校の先生ってほとんど通ったこともないというのが実情で、学校が中心になって

マップ作りをやろうとしても、そもそも先生が町を知らないので。子供たちはマップを作るんですけど、

そのマップに対して教員がその後指導するっていうのが難しいんです。結局、作りっ放しになってしま

うっていうことが非常に多くあります。 

 今回ご紹介いただいたように、地域の皆さんがこれだけ関わってマップ作りを一緒にやるっていうと、

作った後もいろんなすごろくをやったりとか、作るだけではなくて、それをどう子供たちに伝えて理解



させるのかっていうようなところまで注力されてやられてると。これは、むしろ学校の先生に知ってい

ただきたいというか、そういう話だなと思って聞いていました。だから、私もよく学校がやっているマ

ップ作りってあんまりうまくいかないねとか、これは意味がないんじゃないかなっていうふうに思うこ

とも多くあるんですけど、今日みたいな話は非常に参考になる話で、地域の方と一緒にやるっていうの

が非常に意味があるなと思いました。 

 また、交通の話もありましたけれども、やはりここでも防犯だけではなくて、防犯活動のグループで

はあるけれども、実際には子供の命を守るという視点で言えば、防犯も交通も同じだというようなこと

で、交通安全の部分にも関わられていらっしゃるという。ここも、これから求められることの１つだろ

うと。さまざまなリスク、先ほどは防災というのも出ていましたけども、防災、交通、いろいろありま

すので、そういったところにもお手伝いいただいているということ、これも非常に、これからの形とい

うことで望ましいなと思って聞かせていただきました。ありがとうございました。 

 

 

  



 
 
 
皆さん、こんにちは。神奈川県の霧が丘地区連合自治

会の会長を務めています、塚田と申します。平成 3 年

より、同会長を務めております。 

 同じく事務局の矢崎と申します。平成 19 年より事

務局を務めております。よろしくお願いいたします。 

  

 

 

早速ですが、私たちの霧が丘地区連合自治会の防犯活動について、発表させていただきます。 

私たちの住む横浜市緑区は、神奈川県の西部に位置し、東京の町田市と隣接しております。この霧が

丘地区は、昭和 56 年 3 月 21 日に十日市場町、新治町、長津田町、三保町の各一部を編入し、新設置さ

れた閑静な住宅地です。令和 4 年 3 月 31 日現在、1 丁目から 6 丁目内に 5026 世帯、1 万 1670 人が住ん

でおります。 

防犯活動のスローガンは、『空き巣ゼロ日本一』です。このスローガンの由来ですが、空き巣は、財産

的な被害だけでなく、住環境にも影響を与え、経済的な損失と精神的な損失も大きいことから、安全で

安心して暮らせる街づくりには、空き巣の被害をなくすことが一番であるという考えでスローガンを立

て、防犯活動をしております。空き巣の被害がゼロの年もありましたが、継続しておらず、残念ながら

本年、発生があり、日本一という目標の達成はできていませんので、引き続き防犯活動を行ってまいり

ます。私たちの団体は、昭和 56 年に『構成自治会の自主性を尊重し、自治会相互の連絡調整を行うとと

もに、地域住民の親睦と福祉を増進し、地域環境の向上発展を図ること』を目的として、自治会の連合

として形成された連合自治会です。現在、1 丁目から 6 丁目までの自治会で、13 自治会があります。 

霧が丘地区連合⾃治会（神奈川県） 



 次に私たちの防犯活動について説明いたします。まず、防犯パトロールは、昼間帯パトロールと夜間

帯パトロールがあります。連合自治会として、毎月 15 日午前 10 時と 25 日午後 3 時に行っています。

また、各自治会が各自で曜日と時間を決めて実施しています。昼の活動目的は、空き巣被害防止と子供・

高齢者の見守り活動です。夜間帯は、毎週土曜日に午後 9 時に行っています。夜の活動目的は、落書き

やいたずらの防止です。平成８年ころ、地区内で店舗窓ガラスを割られる器物損壊や落書きなどのいた

ずらが連続発生し、夜パトロールなどを開始しました。その後、発生が減少するなど一定の効果を得た

ので、夜パトロールを継続して行っています。昼夜合わせて、月に 6 回から 7 回パトロールを実施して

おりますので、年にすると、平均 80 回くらい行っています。1 回のパトロールに平均 20 人くらいは集

まりますので、年で約 1600 人が、パトロールに参加します。また、空き巣やひったくりなどが発生した

緊急時には、メールなど連絡網が回り、すぐにパトロールが開始されます。本当に、我々はすぐに活動

します。 

 高齢者を見守る活動についてお話しします。霧が丘地区の高齢化は、横浜市や緑区よりも進んでおり

ます。平成 25 年では、霧が丘地区の総人口のうち 65 歳以上が占める割合が、23％でした。それに比べ

横浜市緑区は、21％でした。そこで、平成 27 年から、高齢者を不幸にしないための活動として昼の防犯

パトロールを利用して高齢者世帯への戸別訪問を開始しました。開始して 6 年目となり、「見守りの目

（芽）」が育ってきていると思います。また、特殊詐欺被害対策としても、各戸に特殊詐欺防止啓発マグ

ネットや広報紙などを配布しています。ちなみに、平成 29 年には、霧が丘地区の高齢化率が 28％にな

っていますので、引き続き高齢者の見守り活動を行ってまいります。 

 大人だけでなくて、子供たちにも、防犯・防災・教育を経験、体感させる活動を展開しております。

防犯パトロールを児童にさせることは危険が生じる恐れがあり、賛否両論あると思いますが、当連合自

治会では、教育を通じて防犯意識を高めてもらいたいとの思いから、小中学校と連携して、防犯作文や

防犯標語などの作品を募集しています。この画面の右側に写っているのが、防犯について考えた中学生

の作文です。隣に写っている緑の看板が、防犯について考えた小学生の標語です。そして、子供たちの

防犯意識の醸成や規範意識の向上を図るため、優秀な作品は発表したり、看板にしたりして街に残しま

す。効果は、あると思います。余談ですが、作品に対して、表彰や図書券を贈呈すると、後日、子供た



ちが手紙をくれて感謝を伝えてくれることが、とてもうれしく、このような教育も防犯活動のモチベー

ションにつながります。 

 ここに、我々が配信している３つの広報紙を載せてあります。右側から『霧が丘あんしんサポート』、

年 2 回、『霧が丘』、年 4回、『防犯・防災・環境ニュース』は年 6 回と、年で 12 回、広報紙をさまざま

な角度から作成して、住民に情報提供を行います。情報提供は、重要です。最新の犯罪情報や防犯対策

を提供することで、防げることがあるからです。そして、回覧にはしません。回覧にすると、目を通す

だけで、自宅内に残らないからです。私たちの活動では、この広報紙を全戸に確実に配布しております。

さらに、ここに記載する情報は、警察・消防・行政と常に連絡体制がないと最新の情報は得られません

ので、常に公的機関とは情報のやりとりを行っています。 

 防犯活動には情報共有の必要がありますので、会議を行います。事務局会議は、各自治会から 2 名出

席し、防犯パトロールの状況を確認して計画などを見直したりします。また、現場サイドの話を情報共

有するために、防犯サロンを原則年 3 回開催します。これはパトロールの班長を各自治体から 2 名加え

て、現場の声や問題点の解消などを話し合い、パトロールに意見を反映します。この会議の中で、パト

ロール表彰者なども推薦、決定していきます。この会議で特に重要なのは、女性の意見です。理由は、

方法が片寄らない、行動が片寄らないなどがあるからです。 

以上のような活動を継続してまいりましたので、このようなさまざまな表彰をいただきました。表彰

されるたびに、よし、頑張ろうという活力が湧いてきます。以上が我々の活動内容でした。 

次に我々の団体が抱える課題についてお話します。１つは、活動人員の確保が年々難しくなってきて

おります。また、活動員の高齢化も進んでおります。もう１つは、人の活動なので、モチベーションを

維持することが難しいということを痛感しております。先ほどの課題に対しての、解決の取り組みにつ

いてお話します。人員の確保に関する取り組みです。防犯パトロール隊のみでの活動では、人数に限り

がありますので、同時刻に同様の活動をされるかたがたがいれば、一緒にお互いの活動を行うことをし

ました。先ほど発表しました、高齢者見守り活動もそうです。環境浄化活動もそうです。それぞれ、特

殊詐欺対策や空き巣対策にも対応しております。 



 では、どのようなネットワークが我々の連合自治会で行われているのか、表示されている霧が丘連合

自治会組織図を見てください。左端から、学校関係、PTA、自治会、委嘱員、ログハウス運営委員会、コ

ミュニティーハウス、社会福祉協議会が、つながっており、活動への参加や情報は共有するようにして

います。防犯情報だけでなく、さまざまな情報などが、活動を通じてこのネットワーク内でも共有され

ますので、お互いに手を取り合っていくことをお勧めします。 

 続きまして、人員確保とモチベーションの対策です。そこで、連合自治会独自のポイント制を導入し

ました。昼のパトロールに参加したら、1 回 100 ポイント。夜のパトロールに参加した人は、1回 150 ポ

イント付与するようにしています。では、このポイントはどのように使われていくのか。それは、年 2

回行う、防犯パトロール隊独自の 7月のバーベキューと 12 月のもちつきの際に、利用可能になります。

ポイントは、100 ポイント 100 円として懇親会費に充てることが可能になっています。懇親会費持ち出

し負担を減らしております。この懇親会がポイントで、日本人はやはりお互い顔の見える関係づくり、

これが好きな人が多いです。そして、打ち解けられる。お酒好きな人は多くいると思うし、人と話すの

が好きな人もいます。パトロールは、決して楽しいものではないが、こうした楽しみがあって負担がな

くできたら、パトロールに参加を継続していただけます。そして、人のつながりが、紹介したりされた

りでパトロールの参加人員の確保にも一役かっています。 

 モチベーションの対策です。自宅から現場まで、活動して帰宅するまでの保険を掛ける必要があるこ

とに気が付きました。せっかく活動をしてもらうのであれば、その活動中だけでなく、行き帰りの際の

けがの対応をしないと、本人だけでなく、その家族にも説明がつけられず、せっかく良い活動をしても、

けがをしては消極的になってしまいます。ですから、パトロールをするかたがたには、安心して活動を

してもらえるように、さまざまな保険が適用されるようにご紹介しております。別の話でありますが、

過去に自治会の夏祭りで売上金が盗難に遭ったことがあり、楽しい雰囲気が一変して重苦しくなってし

まったことがありました。そこから、自治会の活動についても盗難保険を適用する保険に加入しました。

何事にも、保険というのは、活動する方の不安を取り除き、モチベーションを上げるためにも重要であ

ることが分かりました。 

  

 

 

 

 

 

 



最後になりますが、霧が丘連合自治会は、昨年 40 周年を迎えることができました。今振り返ると、私

も長年、自治会活動をやってきたのですが、多くの方がお手伝いしてくれたおかげで、今日まで続けら

れました。一番勤務時間が遠いところは、朝 6時に起きて出掛けて、夜は 23 時に帰ってきました。セブ

ン-イレブンがはやり出した当時で、セブン-イレブン 1 時間ずつ朝も夜も長く働いたことがあります。

防犯協会なり、緑警察署なり、神奈川県なりの発表でいつでもですが、本日はこのような機会を与えて

いただいたおかげさんで、昨年と今年と今までやってきたことの見直す機会にもなりまして、今後もさ

らに進歩したいと思っております。振り込み詐欺は、残念ながら一向に減りません。コロナは多少、減

ってきたのですが、またここに来て増えてきてはいますが。毎回言うのですが、夫婦間でも、暗証番号、

教えてないですよ、日本は。「親子間でも暗証番号、教えてないのに、何でたった一本の電話なり、封筒

一本で教えちゃうのか」と言うんですが。誰でも笑うぐらいで、そうか、そうだなと思ってくれないん

ですね。100 万、200 万、1000 万の被害を起きると、家庭が全然続かなくなる、その後が。うちのお母

さんは、何で 1000 万もだまされたんだって。常々、いろんな文章を渡していますが、まだ、うちの町で

も被害に遭っていると思います。ただ、なかなか届け出ませんので。ぜひとも振り込み詐欺もゼロにし

て、コロナも何とか収束して、私も含めて、今日参加の皆さんが健康で明るく、さらに犯罪がなくなる

ような国、県、市になればいいと思います。私も、さらに頑張っていきたいと思います。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

講評 

木宮 発表ありがとうございました。資料、冊子も拝見いたしましたけれども、まず、防犯のこともさ

ることながら、自治会としての活動がこれだけ活発に広範囲で長いことやられていらっしゃるというこ

と、これがまず素晴らしいなっていうふうに感じました。防犯ボランティア団体っていうと、いろいろ

な形があるわけなんですけれども、今日、先に発表された団体さんなんかも、例えば有志であったりと

か、仲間内から草の根的に活動を広げていくというような形もあれば、今回のような自治会という組織、

特に連合自治会という大きな組織として活動していくというような形もあるということで。この組織型

というんですかね、そういう形で活動されている、１つのいい例かなというふうに思いました。なかな

か、所帯が大きくなれば、それこそ皆さんの意識を保つとか、モチベーションを維持するとか、そうい

った点で非常に難しい部分があるのかなっていうふうにも思うんですけれども、ただ、これだけの活動

を長くにわたって継続されているというの、これは、だから、それは自治会の力という、そういうとこ

ろが背景にあるんだろうなっていうふうに思っております。 

 また、高齢者というところをターゲットにしていくというようなことも、特に直近のいわゆる犯罪被

害の課題というか、その辺りと結び付いて非常に効果的ではないかなというふうに思います。これは、



地区によって、どのような方がお住まいかというところで課題は変わってくるかなと思うんですが、今

日のご説明では、高齢化率が非常に高いということで、戸別訪問などされながら行っているということ、

これは非常に丁寧で素晴らしいなというふうに思います。 

 また、ポイント制という、これも新しいやり方で。これ、組織ならではというようなことかなという

ふうに思うんですが、そういった組織の力とかイベントとか、いろんなものを活用して、多くの方に防

犯活動に参加していただくと、そういった意味で、こういったポイントを与えようとか、また、そのポ

イントを使うことで親睦が深まって、さらに活動が活発になるという、ある意味で、楽しみながらやる

んだと。100 ポイントもらえるんだったらもっとやろうというような、そういう方も恐らくたくさんい

らっしゃるのかなというふうにも思ったりしますので、非常に面白いやり方で、参考になる部分もある

かなっていうふうに感じた次第です。ありがとうございました。 

 

  



 
 
 
 皆さん、こんにちは。私たち、今日、新潟から参り

ました。『地域で見守りプロジェクト ぴいす金津』代

表をさせていただいております、中野妙と申します。

よろしくお願いいたします。 

 同じく和氣彰と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 

まず最初に、私のほうから、団体の概要をご説明差し上げたいと思います。 

我々の、ぴいす金津という団体ですが、前の発表の団体のかたがたとは違って、3 年前から活動を開

始させていただいている団体です。有志の団体でありまして、もともと、この我々2 人、地元の小学校

の PTA 会長をそれぞれ務めておりまして。4 年前になります、皆さんもご存じだとは思いますが、新潟

市で小学生の女児が誘拐されて、殺害されて、線路に遺棄されるという大変悲惨な事件が起こりました。

本当に身近な、我々同じ新潟市民といたしましては、非常にショックを受けた事件でありました。その

当時の PTA 会長と、私がそのときの新潟市の小中学校 PTA 連合会というところの、新潟市内の PTA を代

表する会の副会長やっておりまして、これはもう PTA としても動かなきゃいけないなというところで考

え始めたというのが、我々の活動のきっかけとなります。主題といたしましては、『椅子を使った新しい

防犯のカタチ』ということで、今回は発表をさせていただきます。そういった活動の中で、地域全体で

無理なく関わることができる防犯活動というものを最終的には考えたというお話になります。 

 我々の活動地域ですけれども、新潟市というのは、

日本海側の政令指定都市でありまして、人口約80万

人という中で、新潟市 8 区あります中の秋葉区とい

うところに、我々の地域がございます。小学校が１

つと中学校が１つということで、人口約 7000 人の

コミュニティーになっております。ご覧の通り、里

山に囲まれておりまして、自然豊かな地域となって

おります。最近、皆さまのところでもそうなのかも

しれませんが、コロナ禍ということで、いわゆる不

審者事案、学校から来る不審者事案の件数も、ここ最近、激減しているという状態なのですが、ご覧の

通り、こんな山がありますので、不審者よりも、最近は熊の目撃情報が頻発しておりまして、そちらの

地域で⾒守りプロジェクト ぴいす⾦津（新潟県） 



ほうが今、喫緊の問題になっている、そのような形になります。我々の、この金津地区というのが、一

番左側、古津の八幡山古墳といったような史跡もあります。真ん中が県立の植物園ということで、日本

海側ですので、冬になりますと 1 メートルぐらいの積雪があるところになります。こういうことも、我々

の防犯活動、関係してまいります。皆さんご存じだと思います、一番左側、この新潟市秋葉区出身、日

本のラグビー代表の笑わない男、稲垣選手というところが、我々の町の出身ということになっておりま

す。 

 この後、我々の活動概要のほうを大体 6 分間ぐらいの動画にしてありますので、そちらのほうを、ま

ずちょっとご覧いただきたいと思います。 

【動画】 

 『地域で見守りプロジェクトぴいす金津』のぴい

すという名前は、PTA の P と椅子を組み合わせたも

ので、その名の通り、椅子を使った防犯活動です。

新潟市にある金津小中学校の PTA が主体となり、地

域団体や学校と共同で活動しています。寄付された

椅子を住民の手で塗装し、犯罪の起きやすい条件の

場所に設置することにより、人の気配を感じられる

安全な環境に変え、住民に座りながら見守りをしてもらおうという活動です。また、椅子があることで

ホットスポットがどこなのか分かりやすいという利点があります。 

 悲しい事件を未然に防ぐためには、普段から見守り活動をしているボランティアだけでなく、地域全

体で見守りができる仕組み作りと、住民一人一人の防犯意識の継続が最も重要だと考え、活動を始めま

した。ヒントとなったのは、入りやすく見えにくいなど、犯罪の起きやすい条件の場所に注目した犯論

と、東京吉祥寺で商店街活性化のために行われている『赤い椅子プロジェクト』の２つ。この２つを組

み合わせ、ホットスポットに塗装した椅子を置いたら防犯効果があるのではないかと考えたところから

生まれたのが、ぴいす金津です。主要メンバーは 3 人ですが、多くの住民に参加してもらうことが目的

の１つでもあるため、あえて活動メンバーは限定していません。 

 それでは、活動内容を詳しくご紹介していきましょう。1、『あつめる』。家庭で不要になった椅子の寄

付を募ります。地域団体、PTA、Facebook ページなどで広く呼び掛けて、塗装可能な木製の椅子を集め

ます。これはリサイクルになる他、寄付した椅子が見守りの椅子として通学路に設置されることにより、

寄付した人の、防犯意識の向上と継続を図ります。 

 2、『ぬる』。椅子の塗装をします。地域住民や子供たちに参加してもらい、年に 1 度、塗装イベントを

開催。安全性の高い水性の屋外用塗料を使用し、緑豊かな金津地区でも目立ちやすいよう、オレンジ色

に塗ります。塗装イベントを毎年開催することで、参加した子供たちや地域住民の防犯意識の再確認、

継続をねらっています。 

 3、『すわる』。椅子を設置し、住民に自由に座ってもらいます。塗料が乾いたらオリジナルステッカー

を貼り、ニススプレーで仕上げて、ホットスポットに設置します。また、月に 1 度、椅子の点検に回り、

汚れたり壊れたりしていないかチェックします。草取りなど、周辺の整備もしています。きれいに塗ら

れ管理された椅子を設置することで、人が座っていなくても人の気配の感じられる、犯罪を実行しにく

い環境に変えます。 

 4、『まもる』。子供たちによる『地域安全マップ』作り。普段、何気なく歩いている通学路を、入りや

すく見えにくい危険な場所を探すという視点で子供たちが歩き、『地域安全マップ』を作ります。完成し



たマップは全校の前で発表し、情報共有します。自分の身を守れるよう、子供たちの景色解読能力、ど

こが危険な場所なのかを見極める目を養います。最近では、椅子の意味を理解し座ってくれる住民が増

えました。さらに、子供たちや住民に、入りやすく見えにくいというキーワードを覚えてもらえるよう

になりました。 

 また、普段忙しくてなかなか見守りができないという保護者や地域の皆さんでも、椅子を寄付する、

塗装する、座る、地域で見かけるなど、無理なく関わることができ、椅子を通して防犯を意識できるよ

う工夫しています。現在、金津地区に設置されている椅子は 16 脚。今後、椅子の寄付が増えたら 1 カ所

に 2 脚、3 脚と複数の椅子を設置したいと考えています。そこに人がとどまって会話が生まれ、人が集

う場所になれば、寂しかった危険な場所が安全な環境に変わるからです。そして将来的には、防犯だけ

でなく、椅子を通してさらに地域のコミュニティーが広がることを願っています。 

  ということで、皆さんありがとうございました。今の動画をご覧いただきまして、大体の私たちの活

動がお分かりいただけたかと思います。これからのお時間は、この活動に至るまでのきっかけについて

を詳しくご説明させていただきたいのと、あと、この活動の内容、詳細も補足説明ということでさせて

いただきたいと思います。きっかけというのが、実はすごく大事なんです。私の個人的な経験とか、い

ろんなものが入ってきますけれども、ぜひ聞いていただければと思っております。先ほど説明にもあり

ましたけれども、この活動のきっかけとなりましたのが、2018 年新潟市西区でございました、小学校 2

年生の女の子が殺害されるという大変痛ましい事件でした。実は、私の子供も同い年の子供がいるんで

す。今年、小学校 6 年生で、来年には小学校を卒業して中学生になります。ですので、この犠牲になっ

た女の子も来年には、小学校を卒業して中学生になるはずなわけなんです。ですが、この事件に巻き込

まれなければ、私の子供と同じように中学生になっていたはずのそういった女の子が、このように事件

に巻き込まれて、小学校 2 年生のままで命を終えてしまったというのが、本当に悲しい事件だなという

ふうに感じております。 

この事件を受けまして、私ども金津地域でも、何と 13 年ぶりに防犯マップの見直し会議というもの

が行われました。私、その当時 PTA 会長でしたので出席をさせていただいたんですが、この中でいろん

な疑問や不安が浮かんできたんですね。それを詳しく説明したいと思います。まず、この出席者の中で、

地元の人たちがたくさんいるんですけれども、危険だと思う視点がばらばらなんです。例えばAさんは、

ここが危険だと思うっておっしゃるんですけど、B さんは、いやいやそこは危険じゃない、こっちのほ

うが危険だっておっしゃるんです。こんなに視点がばらばらで、この中で基準もないまま、ここが危険

だっていうふうに決めて、それを防犯マップに記載して、本当にそれで危険な場所っていうのが確定さ

れているのかどうかっていう疑問があったんですね。何か基準がなければいけないっていう思いは、私

の中にありました。あと、実は私、大学生の頃に東京に一人暮らしをしていたんですけれども、後ろか

ら口をふさがれるっていう被害に遭ったことがあるんです。もう口をふさがれたことがある人だったら、



多分あんまりいないと思うんですけど、後ろからぐっとすごい力で口をふさがれますと、本当に呼吸が

できないです。だから、叫びたくても叫ぶことができないんです。まず、呼吸ができないから。でも、

それでも何とか叫び声を上げなければいけないということで、声にならない声を上げるわけです。必死

に自分の全力の力を振り絞って抵抗しました。なので、大事には至らなかったんですけれども、抵抗し

たことによって口の中も切れましたし、あと、服も後ろでこすったというか、地面のほうにこすり付け

たことによって、背中の、お気に入りのカーディガンを着ていたんですけれども、それも破けましたし、

翌日には、もう声が出ないほどでした。もう声にならない声を出したつもりだったんですけど、本当に

もう声が出ないぐらいでした。 

 そういう経験をしているんですけれども、事件が遭ったその環境というのが朝方、明るい時間帯だっ

たんです。しかも、普段は人通りの非常に多い駅前のスーパーの近くだったんです。だから私、経験を

通して、暗いから危ないとかではなく、普段、人通りがあるから安全だとかではなく、普段、人通りが

あっても人通りが途絶える時間帯が必ずあるんだっていうのは、私、自分の経験を通して実感している

んですね。だから、皆さんの一般常識的な暗いところが危険とか、明るければ安全とか、人通りがあれ

ば安全っていうような、そういう一般常識的なことって本当なのかなっていうのは、私、自分の経験を

通して感じておりました。なので、この危険箇所を指定するっていうのってすごく難しいことだなって

いうふうに思っていたんです。あと、この防犯マップ、お金も時間もかけて作るんですけど、果たして

これを配布したところで、本当に子供たちの命が守れるんだろうかっていうふうに思ったんですね。私、

当時 PTA 会長だったので、保護者の皆さんにも聞いてみたんです。「配布されたこの防犯マップをもと

に、実際に、危険だと指定された場所に行ってみましたか」って伺ったら、誰一人行っていませんでし

たっていう方なんですね。その防犯マップ、そのときは子供たちと確認したりするらしいんですけれど

も、大体、冷蔵庫とかに貼ったりとか、あとは、もうどこかにしまって、もう二度と見ないとか、そう

いう防犯マップが非常に多いと思うんですね。だから、これを作って配っても本当に子供たちの命が守

れるのかなという疑問がありました。それから、この金津地域、すごく、高齢のボランティアさんたち

一生懸命、セーフティスタッフの皆さんが見守り活動をされていらっしゃいます。田舎なので人通りも

少ないですし、人の気配の感じられない場所とかたくさんありますので、そういう危険な箇所を高齢の

ボランティアさんが毎日のように、くまなく見守るっていうのは、なかなか大変なものなんじゃないか

と思いました。私たちのような保護者が一緒に見守り活動ができれば一番いいんですけれども、仕事を

持っていたりですとか、なかなか一緒に活動することができない。なかなか難しいんですけど理想とし

ては、地域全体が防犯意識を高めて、みんなで見守ろうっていうそういう意識を持っていただくのが一

番、多分、防犯効果があると思うんですね。そういう方法ってないんだろうかっていうふうに考えてお

りました。あと、そもそもなんですけど、見守りって立ってなきゃいけないのかなっていうのがありま

して。高齢のボランティアさんが毎日、暑い中も寒い中も立ってらっしゃる姿を見ると、やっぱり大変

だなって思いますので、そもそも論なんですけど、立ってなきゃいけないのかなっていうのは、正直思

ってました。 

  

 

 

 

 

 



こんなふうに、いろいろともやもやと考えているところで出会ったのが、犯罪機会論と『赤い椅子プ

ロジェクト』の２つです。この犯罪機会論というのが、立正大学の小宮信夫教授、多分、木宮教授も同

じだと思うんですけれども、犯罪学の第一人者でいらっしゃいまして。この先生の『子供は「この場所」

で襲われる』という本をたまたまこのタイミングで読みました。また、私、SNS で吉祥寺で行われてい

ます『赤い椅子プロジェクト』という、これが防犯活動、全く関係ないんですけれども、商店街活性化

のための取り組みを知ったんですね、たまたま。 

 まず犯罪機会論については、これから木宮教授からもお話があるかもしれませんけれども、犯罪を犯

そうとする人っていうのが見た目では決して判断することができません。ただ、犯罪が起きやすい場所

に関しては世界的な共通点があるということで、その中の代表的なものが、キーワードとしては入りや

すく見えにくい場所なんですね。下のこの公園の絵にもある通り、このバツしてあるほうの公園は、一

見、ちょっと環境の良さそうな公園ですけれども、中に入りやすい。入りやすいけど、外からは実は見

えにくい公園なんです。マルをしてあるほうの公園は柵もしてありまして、外から入りづらい。だけど、

住宅の窓を面しているので見えやすいという公園で、比較すると左側の公園のほうが安全だっていうこ

とになるんです。あと、割れ窓理論ということで、これから多分、教授からもお話があると思うんです

けれども、いわゆる放置された印象を与える場所、こういったところが犯罪が起きやすいというふうに

言われているんです。 

 一方、吉祥寺の『赤い椅子プロジェクト』というのは、椅子を吉祥寺なのでおしゃれなお店などもた

くさんありますので、その店先に塗装した赤い椅子を置いてもらうことによって、そこに人が座って会

話が生まれるということで、吉祥寺に住む人、そして吉祥寺に訪れる人、そして商売をする人を結び付

けていこう、それを地域の活性化のために役立てようという取り組みなんです。 

これをたまたま私、SNS で発見しまして知ったんですけれども。一応、私たちの活動するにあたって、

『赤い椅子プロジェクト』のちょっとパクリみたいになってしまうといけないので、一応、『赤い椅子プ

ロジェクト』さんにも実際にお会いしまして、姉妹プロジェクトということで。目的は全然違うんです

けれども、認定をしていただいております。 



この２つを組み合わせて、犯罪機会論でいう、入りやすく見えにくい場所に『赤い椅子プロジェクト』

のような人の手で色が塗られて管理された椅子を設置したら、防犯効果があるんじゃないかっていうそ

ういうアイデアのもとに生まれたのが、このぴいす金津の活動になります。 

 では、活動内容です。先ほども動画でご紹介したので、さらっとご説明します。 

不要になった木製の椅子を寄付していただいています。 

この塗装イベントというのは、毎年 1 回開催しておりまして。椅子ってもともと、もう塗装がされて

いるものが多いんです。なので、一度、塗装をはがして。これがまたちょっと大変な作業ではあるんで

すけども、はがした上で塗装イベントに出して、子供たちや地域住民にオレンジ色に塗ってもらうとい

うことをしています。 

なぜオレンジ色なのかといいますと、金津地域で普段見守りをしてくださっている、セーフティスタ

ッフさんのジャンパーの色がオレンジなんです。だから、子供たちにとっても、オレンジ色って安心、

安全なイメージがあるということと、あと、東京タワーって一見赤く見えますけど、あれ実はオレンジ

だってご存じでしたか。インターナショナルオレンジっていう色で、あのオレンジ色が実は、青い空と

か、自然の緑の中で一番映える色、一番目立つ色なんだそうです。なので、金津地域も田舎なので、そ

ういった緑の中で一番目立つようにということで、このオレンジ色を塗ってもらっています。 

 そして『すわる』ということで、このホットスポットに設置されました椅子を、地域住民に座ってい

ただいています。 



田舎なので、結構、道端とかに座っているおじいちゃん、おばあちゃんも多いんですよ。そういう方々

に普段、もう座るだけでも見守り活動になりますよということで、ぜひこれもう自由に座ってください

ということで、お知らせをしています。 

 『まもる』。これは他の団体さんもやってらっしゃいましたけれども、子供たちによる『地域安全マッ

プ』づくり。これ、子供たちの当事者意識、自分の身は誰かから守ってもらうんじゃなくて、自分自身

でも守ろうというのがすごく大事だと思いますし、実際このマップを作ってもらって思ったのは、大人

が作ったマップって目印になるものが大体、公共施設とかお店だったりするんですよ。だけど、子供た

ちが作ったマップって目印になるのが、なんとかちゃんの家とか、そういうのが基準なんですね。だか

らやっぱり、子供の目線って全然違うんだなっていうのをあらためて感じさせていただきました。 

 そして活動の成果です。 

まだ 3 年目ということで若い団体ですので、成果があるかって言われるとちょっとあれなんですけれ

ども、まずは、子供たちや地域住民にも、入りやすく見えにくいという、このキーワードを覚えてもら

ったっていうのはすごく大きな成果かなと思います。それから、この下の、不審者情報が多くなったっ

ていうのは、一見、悪いことのように感じるかもしれません。ですが実際は、不審者事案は少なくなっ

ています。だけど、子供たちから挙がってくる不審者情報が多くなったんです。要は、学校とか親に知

らせてくれる不審者情報がすごく多くなったんですね。だから、学校からの配信メールとかもすごく増

えました。実際に不審者じゃなかった件も、もちろんあるんですけれども、それだけ子供たちの防犯意

識が高くなった証拠だなというふうに思っています。 

 

 

 

 

 

 



 そして、この、ぴいす金津の活動、なかなか椅子を使った防犯活動っていうのは珍しいということで、

新聞やテレビ、そしてラジオなどの取材もいただいておりますし、地元の秋葉警察署さんからも感謝状

をいただいたりですとか、あと、立正大学の学生さんの、卒業論文の取材ということで申し込みがあっ

たりですとか。あと、三重県のほうからも紹介をいただいたりとか、いろいろ県外の方からも、SNS で

発信しているのもありますけれども、さまざまなところから反響をいただいております。 

 今後の展望といたしましては、私たち、椅子を使う防犯活動ということで、手段のほうにだけすごく

注目いただくことが多いんですけれども、実は手段ではなくて、一番大切なのは、人の気持ちだと思っ

ています。新潟市西区の事件があった直後というのは、もう新潟市内、本当にみんなぴりぴりして、防

犯意識がすごく高まったんです。だけど、人の気持ちってやっぱり変わっていくものなんです。だから、

時間とともに防犯意識ってどんどん薄れていくんですね。それが、防犯意識を高い状態でいかに保つか

っていうのが一番大切だと思っていますので、動画の中でも説明したように、椅子を寄付する、それか

ら塗る、座る、そして町中でその椅子を見掛けるということだけでも、椅子を通して防犯意識というも

のを皆さんが思い出してくれてればすごくいいなと思いながら、この活動をしています。それから、田

舎じゃないと、なかなかこういう設置する場所もなかったりとか難しい地域もあるかもしれないんです

けれども、ぜひ、金津地域だけじゃなくて他の地域にも、こういった活動が広がるといいなというふう

に思っていますし、動画のほうにもありました通り、椅子の寄付がどんどん増えたら、もっと 2 脚、3

脚と増やして、その場所に人がとどまって、危険だった場所が安全になるといいなというふうに思って

おります。 

 最後まとめです。私ども、この金津地域にはセーフティスタッフさんの他に、わんわんパトロールと

いう犬の散歩をしながら見守り活動をしてくださっている団体もいます。これらの団体と情報共有しな

がら、よりスピーディーな体制を取れるようにしていきたいなと思っていますし、先ほど和氣からもち

ょっと説明がありましたけれども、私どものこの地域、今は不審者情報とかあんまりないんですけれど

も、クマとかイノシシとか本当に最近。6 月 11 日からこれまでに 7 件のクマの目撃情報があるっていう

くらい、すごい地域なんです。それで私、実は、この防犯活動以外にもクマ、イノシシ対策の活動もし

ていまして、そちらのほうも大変なんですけれども。でも、例えばクマを見つけましたとかっていうと



きも、この見守りの人たちの情報共有っていうのがスピーディーかどうかっていうの、すごく重要だと

思うんですね。だから、犯罪者に関わらず地域の安心、安全を守るために、他の団体とも協力していき

たいなと思っております。 

ということで、以上、ぴいす金津の活動をお話しさせていただきました。ご清聴ありがとうございま

した。 

 

 

講評 

木宮 ありがとうございました。非常に新しい形の防犯っていうものを見せていただいたなっていうふ

うに思います。いわゆる防犯団体というよりはプロジェクトとこういうふうに名前が付いているように、

１つの目的のもとに活動していくという、非常に先進的な例かなというふうに思います。特に、もちろ

ん地域性の話もありましたけれども、高齢者が多い地域であったりとか、目が届きにくい、そういった

地域性というものを踏まえて、こういった話が出てきたのかなというふうに思うんですけれども、特に、

非常にいいアイデアだなというふうに感じる部分でいうと、仕掛けの部分ですね。最近、これは防犯に

限らず交通も防災もそうなんですけれども、実際に人の行動をどうするかっていうのが非常に大きな課

題なんですよね。例えば、見守り活動にどう人を参加させるのかみたいな話だったりとか、子供たちの

行動をどう変えるのかみたいないわゆる行動変容と呼びますけど、これが大きな課題になっていると。

行動変容させるやり方は、もちろんいろいろあって。例えば、先ほどの団体さんはポイントをあげると

いうやり方、これ１つのやり方なんですよね。いわゆるノベルティと言われるような、何かご褒美をあ

げて人の参加を呼び込むというやり方もあるし、極端な話は来ないと罰を与えるというようなノルマを

与えるとか、そういうやり方で人の行動を変えるとかいろんな方法がある中で、最近のはやりの行動経

済学ですけれども、ナッジの一種かなっていうふうに感じています。ナッジそのものはいろんなところ

で使われているものですけれども、何となく行動しちゃう。椅子があるから何となく座っちゃうと。座

りなさいと言っているわけじゃないんだけれども、そこに椅子を置くだけで、人が自動的に参加するみ

たいな仕掛けですよね。これは非常に新しい考え方に基づくもので、行動変容の１つの形だろうという

ふうに思います。人を行動させるというような、この後これで多くの人が実際に椅子を使って活動に参

加していってというような事例が、これからだんだん増えていくと。また多くの地域でこういったこと

を広めていくということで、実際に人を参加させるっていうやり方の１つの方法として、非常に参考に

なるような話になっていくのかなっていうふうに感じているところです。ちょっと他の団体さんと毛色

が違うような取り組みというようなことで、非常に、逆に参考になる部分があるのかなと思って聞かせ

ていただきました。非常に勉強になる話で、ありがとうございました。 

 

  


